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＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜移動＞
【転出】
・田中　敬様～東Ｄ１９　→　西Ａ４１
【転入】
・三浦　常雄様～西Ｂ２１　→　東合併症室
【ユニット移動】
・大脇　ユミ様～東合併症室　→　東Ｂ１

＜患者様連絡事項＞
・飯田　修子様～オンラインにて南山苑入所中の母と面会実施。

・澤口　利香様～頭痛・疼痛時のロキソプロフェンNa　30回分処方。

・若沢　理子様～叔母来院。住所を移す為に委任状を持参する。後日SWから委任状へサインの依頼があるので、付き添って記入させて下さい。

[bookmark: _GoBack]・佐藤　真実様～主治医から退院許可あり家族へ連絡。退院日は4/2（金）10：00となり、初外来は4/19（土）9：30となる。4/1（木）14：00内科診察室にてケアマネージャーと面会予定。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。他者への迷惑行為みられる為、短時間で開放観察を終えている。隔離中は不穏行動なく落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。各食全量摂取。嗜好品も摂取している。頭痛訴えあり、11：10　頭痛・疼痛時のロキソプロフェンNa(60)1T内服。自殺を仄めかす言動や不穏行動なく落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・若沢　理子様～独語・空笑あるが日課は声掛けをする事で行えている。迷惑行為ない。

・馬場　信子様～多弁でまとまりのない言動あり、他患を叩こうとする行動みられ9：45不穏・興奮時のクエチアピン（12.5）1T服薬。一時的に8号室へ移動して環境を変えると多動さは落ち着くが、会話調の独語を続けている。

・木村　美智子様～昨日、準夜帯にて酸素飽和度60％台へ低下あり。吸引施行するも酸素飽和度改善せず、一時的に酸素8Lへ増量し、酸素マスクにて対応。以後、酸素飽和度の変動あるが酸素飽和度90％以上キープすることできており、深夜帯にて5Lへ減量している。本日はバイタルサイン異常なく、酸素飽和度95～100％で経過。痰鳴あり、適宜吸引施行している。

・三浦　常雄様～西病棟Ｂユニットより転入。船場Dr.より日赤での精査と治療を勧めるが、家族は当院での看取りを希望。心電図モニタ装着し、補液と抗生剤点滴継続となる。絶食とし内服はスキップ可の指示。酸素５Lにて酸素飽和度９０％以上維持している。

＜金Dr.患者様審査情報＞
・東野　愛様～主治医が診察時に声を掛けても自室で毛布をかぶって反応なし。
　　　　　　　ゼプリオン100㎎筋注(左臀部)は4月1日(木)実施の指示あり。

・角田　せつ子様～輸液、ソリタT3 500ml 1本/日　～4月5日迄継続の指示あり。
　　　　　　　　　点滴処置施行時の体動、危険行為に対してミトン使用可となっている。
　　　　　　　　　室岡整形処方薬と岸原病院処方薬を当院切り替えで処方し内服継続となっている。

・北村　イウ子様～同処方継続となっている。

・戸久世　渚様～母様日赤婦人科代理受診し、ニゾラールクリーム５本処方。主治医へ確認し使用許可。
